




 ブナ林内で観測された気温は、1990年以降、夏場を
中⼼に上昇が⽬⽴っています。

 気温から計算される「暖かさの指数」も⼤きく上昇し
ており、既にブナ林が成⽴する限界の気候に近づいて
いると⾔えます。

森への影響︓
天然記念物のブナ林の衰退

⽣態系サービス

和泉葛城⼭の⼭頂付近に広がるブナ林は、国の天然記念物に
指定されています。

ブナの分布南限圏にあり、標⾼の低い温暖な場所に成⽴してい
るという貴重さが選定理由ですが、そのゆえに気候変動の影響
を受けやすく、衰退が危惧されています。

ブナの本数の減少や、種⼦の結実や若⽊の少なさが指摘されて
おり、今後の保全対策が重要となっています。
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 天然記念物エリアのブナの
本数は徐々に減少しています。

 特に⼩さな個体の減少が著し
く、若⽊がうまく育っていな
い状況にあります。

⽣態系サービス種⼦⽣産の変動
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太さ5cm以上のブナ本数の変化

 ブナの結実には豊作年と凶作年があることが⼀般的ですが、
和泉葛城⼭では2020年にまとまった結実がみられるまで、
20年以上ほとんど結実がありませんでした。

 2020年の結実でも健全な種⼦は少なく、気候変動が影響
している可能性について、検討が必要となっています。

和泉葛城⼭のブナの⼤⽊

種⼦調査⽤に設置されたトラップ
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